
                                  

 

 

  

 

   

 昨年度に引き続き、家庭学習強化プランの一環として、「Let’s家勉（お家で勉強の意）プロジ

ェクト」を実施することになりました。具体的な目的としては、「家庭学習の習慣を身につける

こと」と、「家庭学習に意欲的に取り組み学力の向上をめざすこと」の２点です。やり方として

昨年度と違うのは、この取組自体が学年対抗になっていることです。つまり、家での勉強時間が

期間内に、３０時間達成率が一番高い学年から金メダル、銀メダル、銅メダルとなるわけです。 

 この取組では、各生徒にミッションが課せられ、家勉の時間を１０時間達成するごとに、職員

室で「ミッションシール」がもらえます。シールをもらった生徒は、生徒玄関に学年別に掲示し

た白い「ミライトワ・ソメイティ」に貼り、シールの色でカラフルにしていくというものです。 

 今回は、定期試験の期間とバッティングするようにしましたので、 
是非、各ご家庭におかれましても、「家勉プロジェクトやってる？」 
などと声かけをお願いします。 
 

 

 

 

 

                        この取組では、期間中に「家勉カード」に家庭で学習 
した時間分のマスを塗り記録することになっているの 
ですが、そのマス目は６０分ごとに、これまでのオリン 
ピック開催の年と国のイラストが描かれています。国名 
や国旗、開催された都市などを覚える機会にもなります。 

もちろんゴールは、「2021年 TOKYO」なんですが・・・。 
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『Chubu2021 』 

～金メダルめざして Go！Go！Go!～ 

生徒昇降口に設置されたミッションボード 

【このプロジェクトで認められる家勉（家庭学習）とは・・・】 
☆家での学習 
 ・予習や復習 ・学校の宿題 ・自主的な学習 ・読書 
・インターネット等で学習に関することを視聴する 
・ラジオ等で学習する ・新聞を読む（テレビ欄は除く） 

☆塾での学習 
 ・塾の講義で学習する ・塾で自習をする 
☆学校での学習 
 ・放課後に図書室等で学習する 
 
 ★コロナ禍にあって、スポーツの大会は例年通りにはいかない中、中体連や各種の競技団体等が主催する 

大会等は、感染防止対策を十分に講じたうえで開催されています。 
スポーツ以外の表彰も含めて、最近のものをお知らせします。 

【令和３年度安部杯卓球大会】R3.4.29  １・２年男子個人の部 優勝 米川 格（２Ｅ よねかわ いたる） 

【第２回鈴鹿市記録会】R3.5.1 中学男子 300m 第１位 南牟礼 健心（３Ｄ みなみむれ けんしん） 

【令和３年度春季リーグ】R3.5.2 第３位 中部中学校サッカー部 

【亀山市中体連春季サッカー大会】R3.5.8 優秀選手 兼浦 虎仁（３Ｃ かねうら とらじ） 

【令和３年度よい歯のコンクール】※ポスターは、あいあい１Ｆ東待合室に展示（6/13まで） 

図画・ポスター 中学校の部  最優秀賞 中原 綾音（１Ｃ なかはら あやね） 

中学校 よい歯の部    優秀賞 西村 璃音（３Ｅ にしむら りおん） 

 

★２０２１年度 中部中学校教育キーワード：「一路邁進（いちろまいしん）」  ※全生徒・全教職員が意識して取り組みます。 
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               中部中が、「自転車安全教育モデル校」になったことを知り、今 

回はドイツの自転車事情について、レポートをお送りします。 

ドイツは人口当たりの自転車の普及率が世界２位です。（１位は 

オランダ）私も、現在、片道約４キロの道のりを自転車通勤してい 

ます。こちらは雨の日が多いので、そんな憂鬱な日には、「中部中 

の生徒はこれを毎日通っているんだ」と思って頑張っています。 

タイヤがパンクして途中から走って行ったり、滑って転んで怪我 

をしたりと、慣れない自転車生活です。転んだときは、改めてヘル 

メットの大切さを感じました。 

さて、ドイツでは小学４年生で、ほとんどの児童が自転車教習 

所に通い、免許を取るシステムがあります。それくらい自転車の 

マナーが徹底されています。みんな手信号も使っています。 

 私はと言うと、最近は休みの日に、エルベ川というとても大き 

な川までサイクリングをして、自転車生活を楽しみつつあります。 
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★今回は、これまでとは違った視点でのレポートでした。日本では、自動車は運転しても、自転車はほぼ乗らないですから・・・。 

エルベ川を望む“KOKORO 号” 

電車の中にも

自転車を乗せ

るコーナーが 

スマイルクローバー（人権サークル）が、全校
生徒に向けて様々な発信をしています。今年度
は、みんなが足を止めて読みたくなる掲示物の製
作や、全校生徒を巻き込んで取り組む活動を増や
すことが目標とのこと。左は、その一つで「いい
とこみっけ！運動」と言います。今のところ、緑
色のシールは、生徒昇降口横にある「人権コーナ
ー」に、こんな感じで貼られています。 

ただいま活動中 

 
 

◆まさにこの季節ならではの光景、我が家の裏手にある川べりにホタルが…。中部中の 

校区では、以前からホタルを見かけることは珍しくなかったが、我が家（亀中校区）の 

近くとなるとさっぱりだった。今年は、地域のまちづくり協議会がホタルの幼虫を放流 

したことで、見事にホタルの里になった。どうしても憂鬱な新型コロナの話題が尽きな 

い中、ホタルの乱舞を見ていると、自身の心にもポッと光が灯った気がするのだった。 

梅雨入り後３回目の つ・ぶ・や・き … 

市内竜川沿いにて 


